
ひどい民話を語る会 狩女のすすめ

▲�図書館
　ホームページ

著 /�京極夏彦、多田克己、
　　村上健司、黒史郎 著 /ジビエふじこ

るるぶマンガとクイズ
で楽しく学ぶ！宇宙
監 /的川泰宣

せかいいちのモンスター

作 /新井洋行

ビリギャルが、
またビリになった日　
著 /小林さやか

　中央図書館では、蔵書の所在状況の点検・書　中央図書館では、蔵書の所在状況の点検・書
架整理、館内設備の工事などのため「特別図書整架整理、館内設備の工事などのため「特別図書整
理期間」として上記の期間、休館いたします。休理期間」として上記の期間、休館いたします。休
館中の図書の返却は、中央図書館玄関（正面左側）館中の図書の返却は、中央図書館玄関（正面左側）
に設置している｢夜間・休日返本受入口｣をご利に設置している｢夜間・休日返本受入口｣をご利
用ください。用ください。
　なお、電子図書館は、休館期間も利用できます。　なお、電子図書館は、休館期間も利用できます。

次の期間は休館です次の期間は休館です
　休館期間：６月 22日（木）～７月５日（水）　休館期間：６月 22日（木）～７月５日（水）

新着本

おすすめ本

ホロヴィッツホラー

田んぼのコレクション

著 /アンソニー・ホロヴィッツ　訳 /田中奈津子

文・写真 /内山りゅう�

　会社を辞めて主夫に
なった父親。そんな父
親が恥ずかしい思春期
の娘。何も相談してく
れない夫との関係に悩
む母親。一家は曽祖母
の住む田舎に引っ越す
ことになり…。親の目
線、子どもの目線、さま
ざまな角度で家族の姿
を見つめる物語です。

　文章を書き慣れるた
めに始めた｢カキナー
レ｣というノートには、
書きたい時に、何でも好
きに書いていい。ノート
にあふれる若者の本音
の数々。高校生、大学生
の個性的な作品と先生
の論評が収録されてい
ます。

　途中下車できない
クラシカルな正装姿
の乗客ばかりのバス
に乗ったニック。突然
いなくなった学生が
残したカメラを手に
入れたマシュー。ミス
テリーの巨匠　ホロ
ヴィッツによる、中・
高校生を主人公にし
た9つの短編集です。

　日本で田んぼを作る
ようになって3000年。
田んぼはお米を作るだ
けではなく、たくさんの
生き物を育てたり、水を
貯めてきれいにしたり
とさまざまな役割があ
ります。すてきな写真と
一緒に、田んぼの魅力を
紹介します。

　｢古代ギリシア文明
はどこで始まったの？｣
｢ナスカの地上絵は何
のために描かれたの？｣
｢中国という概念が生
まれたきっかけは？｣
さまざまな発見や研究
で見えてきた古代世界
の実像を、美しい写真
とともにＱ＆Ａ形式で
紹介します。

　くろグミ団の子ども
たちは、謎の事件が大
好き！ページをめくる
ごとに現れる絵には謎
が隠されています。く
ろグミ団と一緒に謎を
解きながら物語の中の
４つの事件を解決しま
しょう。好評シリーズ
の５冊目です。

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755

里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

神さまのいうとおり
著 /谷瑞恵

カキナーレ  若者の本音ノートを読む
編・著 /深谷純一

▲電子図書館　
　ホームページ

世界でいちばん素敵な古代文明の教室
監 /実松克義

くろグミ団は名探偵　消えた楽譜
著 /ユリアン・プレス　訳 /大社玲子

児童書
児童書

児童書

児童書
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.20VOL.20梅
雨
入
り
前
の
こ
の
時
期
に

使
用
方
法
を
確
認

　
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
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な
ど
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水
門
な
ど
施
設
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対

応
状
況
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か
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「
水
門
・

ポ
ン
プ
マ
ッ
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」を
公
開
し

て
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ま
す
。こ
の
マ
ッ
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で
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、国
や
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が
公
開
し
て
い

る
河
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映

像
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
大
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の
時
に
、河
川
の
状

況
を
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認
す
る
こ
と
が
で
き

る
便
利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

梅
雨
入
り
前
の
こ
の
時
期
に

操
作
し
て
み
ま
し
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う
。

使
い
方
や
見
方
は
？

　
①
２
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元
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ド
か
ら
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門
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ポ
ン
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マ
ッ
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問
合
先
／
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庁
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路
河
川
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設
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内
線
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３
２
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３
２
２
）

　
②
マ
ッ
プ
上
で
水
門
な
ど

施
設
の
対
応
状
況
を
確
認
で

き
ま
す
。ま
た
、ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
を
見
る
時
は
、カ
メ
ラ
の

マ
ー
ク
を
タ
ッ
チ
し
て
く
だ

さ
い
。

▲水門・ポンプ
　マップ
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応
援

団
長

【平常時】
平　常 ：操作員が水門に待機していない状態
【河川増水時】
待機中 ：�操作員が水門やポンプの操作に備え、

待機している状態
操作中 ：�水門を閉門またはポンプを稼働させて

いる状態

　
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

▲Instagram

陸地側の水位より河川側の水位が高い場合、
河川の水が陸地へ逆流してしまうのを防止する
ため、操作員が水門などの閉門を行います。

河川側の水位より陸地側の水位が高い場合、
陸地側の水位は河川側へ流れます。
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障
害
者
支
援
施
設
川
内
自
興
園
の
皆

さ
ん
に
は
、
丹
精
込
め
て
花
苗
の
育
苗

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

き
れ
い
な
花
を
咲
か
す
た
め
に
種
子
の

状
態
か
ら
丁
寧
に
手
入
れ
を
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
姿
は
ま
さ
に｢

縁
の
下
の
力

持
ち｣

。

　
育
苗
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
自
分
た

ち
で
育
て
た
花
で
国
体
を
見
に
来
る
皆

さ
ま
が
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

川
内
自じ

興こ
う
園え
ん
を

　
　
　
訪
問
し
ま
し
た

【河川増水時】 【平常時】

▲川内自興園の皆さん

▲花いっぱいの様子

▶川内自興園での育苗の様子

問
合
先
／
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
国
体
薩
摩
川
内
市
実
行

委
員
会
事
務
局（
国
体
推
進

課
内
）（
内
線
６
４
３
１
）

マップのアイコンについて
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